








　最近の人口の大都市への集中,核家族化,少産少死型の生殖パターンの定着,

高学歴化,婦人労働の一般化など,さまざまな要素の影讐によク,女性のライ

フ・サイクルの中で,妊娠・出産のもつ意義は大きく変化した。即ち,者は女性

の年令が短かった事もあり,子どもを生み,育てることが多くの女性の一生を支

配していたに対し,現在では,生殖・育児は,他の生活活動との調和の中で,その

場を与えられるべき事柄である。


